
Photographic Society of Zone System 

        - I - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Zone System 
ゾーン・システム研究会会報 

発行日：2007.2 

発行者：中島秀雄 

事務局：畑文夫 

編集部：荒井崇 

 

Photographic Society of 

NO.36 

              CONTENTS 

・ 2008年・アンセル・アダムス展に向けて・・・  

・ 「光で画くこと ― ゾーンシステム研究会写真展に寄せて」 

・ ゾーンシステム研究会第１１回写真展全作品 

・ 8x10引き伸ばし光源の作製 

・ ゾーンシステム研究会定例会日誌 

・ インフォメーション 
 

 



      - II - 

2008年・アンセル・アダムス展 

に向けて・・・ 

中島秀雄 

 

ゾーンシステム研究会を立ち上げて今年で 13

年目になる。研究会は、川崎市市民ミュージアム

でスタートしたワークショップに参加した受講

者、他のワークショップや個人的な興味から入会

した人たちによる活動によって、今日まで続けて

こられた。研究会はアメリカの写真家アンセル・

アダムスの写真理念がベースになっていて、それ

は、日本でほとんど語られてこなかった大型カメ

ラによるモノクローム写真技法ゾーンシステム

であり、プリントに対する捉え方にあるといえる。

撮影技法であるゾーンシステムはもちろんのこ

と、アダムスは暗室ワークを含めた写真制作のプ

ロセス全般に自ら関わり作品を生み出し、プリン

トそのものを最終目的とし、何よりもプリントを

愛し楽しんでいたということが作品からも分か

るし、暗室のすばらしさや改良された引き伸ばし

機、彼の書いた技術書からも十分知ることが出来

る。これらの事がアダムスに惹かれる所以である。

一方、情報をすばやく伝えることを使命としたジ

ャーナリズム思考の強い日本の写真界にあって、

撮影目的はあくまでも印刷原稿であり、展覧会の

作品ですらプリントを楽しむよりそこに映し出

された情報に関心が集まり、会期が終われば一部

を除いてプリントはどう扱われているのか分か

らない。アダムスの技法や理念はある意味で対極

にあることから、ゾーンシステムの存在は分かっ

ていても深く取り上げるにいたらなかったと思

える。しかし、現在はプリントの扱いは少しづつ

変ってきている。 

研究会は写真家アダムスについての研究もテ

ーマになっていることから、2 年前にカーメルに

あるアダムスのかつての仕事場を尋ね、子息のマ

イケル・アダムスに会い、アダムスの暗室やワー

クルームを見学すると言う幸運に恵まれた。その

とき、私は近いうちにアンセル・アダムスの展覧

会を日本で開催して欲しいとお願いした。結果と

して私達の熱意がマイケルに伝わり、今日、作品

の選定やその他の展示物も含めおおよそ決定さ

れつつある。私は、可能かどうか分からないが、

アダムスが使用していたカメラ、レンズ、そして、

ネガですら展示してもらえないか現在お願いし

ているところだ。今度の展覧会は今までの作品展

と違ったものにしたいという思いから、奥様のバ

ージニアさんが生前収集していた作品を中心に、

ゾーンシステム・キットや屏風、アダムス家の家

族愛といったことまで含めアダムスの長年築き

上げてきた写真哲学を立体的に展示することに

なっている。そして、会場の別コーナーに、我々

研究会のこれまでの成果である作品を展示する

ことまでプレゼンテーションしている。また、こ

れから進めるゾーンシステム・ワークショプ(注

1)やヨセミテ撮影ツアー(注 2)に参加した人たち

によるすばらしい作品がもし展示できるのであ

れば初めてのことになり、アダムスが推し進めて

きた銀塩ファインプリントのすばらしさが日本

の人たちに支持され、その結果を提示する展覧会

になると思っている。 

そこで、今年はアンセル・アダムスの展覧会準

備期間にあたることから、特にゾーンシステム研

究会の会員にはぜひ頑張ってもらい、すばらしい

作品を創っていただきたい。 
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 (注 1) ゾーンシステム・ワークショップ 

以下両講座共 4月スタート 

(東京)レンタルラボ ヒットオン 

03-3582-1154 

(横浜)ザ・ダークルーム・インターナショナル

045-226-5226 

 

 (注 2)ヨセミテ撮影ツアー  

6/1-8 JTB 03-3770-0024  
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「光で画くこと ― ゾーンシステム研究会写真展に寄せて」 

 

写真の歴史を紐解いていると、 

なるほどそうだったのか！といった発見があって面白い。 

たとえば 19世紀中ごろの写真術発明当初、 

つまり黎明期の写真家はその多くが画家から転身組だった。 

イーゼルならぬ三脚に大きな暗箱を載せて、 

ピントグラス上で作画の作業をする彼らにとって、 

写真撮影と画業の差は現代の我われが思うほどではなかったようだ。 

いずれも「画く」という概念が根底にあったといえよう。 

 

   そして 20世紀になり小型カメラが普及して、 

速写が可能でファインダーを頼りに撮影できるようになり、 

写真は作画の時代から対象に向けた眼差しで表現する時代に移っていった。 

写真撮影は画き上げるというより、 

眼前の事がらを写すという感覚が強くなる。 

それはそれで写真表現の幅と奥行きが拡張されて面白くなったのだが、 

画くという意欲で取り組む写真の魅力も捨て難い。 

 

１９３０年代、アンセル・アダムスやエドワード・ウェストンが、 

あたかも時代に逆行するかのように大型カメラを使って、 

高精彩な写真印画作品を制作したのは、 

写真で画くという意識を普遍的な価値として、 

写真の歴史に固定する仕事であったように思われる。 

たんに写すのではなく画く写真。 

それは絵画に追随することではなく、 

対象を凝視しリアリティーの核心を衝くという写真のひとつの重要なあり方である。 

 

   中島秀雄氏率いるゾーンシステム研究会が行っている活動は、 

こうした写真史の大きな流れを、 

まさに正統に継承する大きな意義を含んでいる。 

写真の変革期のいま、貴重な仕事である。 

 

平木 収（写真評論家） 
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8x10引伸ばし光源の作製 

古谷津純一 

 

 8x10 をはじめたのは，Edward Weston の密着

プリントに魅了されたことが大きな理由として

あげられる．従って，得られたネガティブからの

プリントは，密着で楽しもうと考えていたが，近

年 8x10 ネガティブからの引き伸ばしプリントを

見る機会が重なり，その素晴らしさに動かされて

いた．是非とも自身の 8x10 ネガティブの引き伸

ばしをしたくなったが，市販されている 8x10 引

き伸ばし機は非常に高価なため，所有している

Beselere 45MXT をベースにして光源部分の自作

を検討した． 

 最大の問題は，光源として何を利用するかで， 

電球，ハロゲンランプ，蛍光灯，電球型蛍光灯な

どが候補に上げられた．電球やハロゲンランプで

は，発生する熱をいかに逃がすかが問題になり解

決に至らなかった．通常の蛍光灯が形状的には最

も優れていると思われたが，すべてを瞬時に点灯

させるには，それなりの工作技術と費用がかかる 

 

ため見送った．電球型蛍光灯は，①インバータ回 

路が内蔵されており，瞬時に点灯することか可能

であること，②明るさに対し熱量の少ないこと，

③工作が容易であること，④比較的安価に仕上が

ることなどの条件を満たした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネガティブキャリア
 2mm 厚ガラス板

拡散板
2mm 乳白アクリル

光源
パルックボール

正面図 側面図
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外装は加工の容易さと軽量化を考慮しベニア

板を採用した．天板は電球ソケットを取り付ける

ため 9mm 厚，側板は強度を得るため 5.5mm 厚

とし，残りの前側，後側，下部には 4mm 厚とし

た．下部の板には 170mm 径の穴をあけ，Beseler 

と連結する．ベニア板カットならびに穴開けは東

急ハンズに依頼し，ベニア板の組み立ては，木工

ボンドと釘を用いて行った。 

 

 光源にはパナソニック社のパルックボールを

採用した．商品説明による本商品の特徴は， 

・スパイラル発行管の採用で省エネルギー 

・60W 型で 12W の消費電力 

・発熱量 1/5 

・スイッチ ON ですぐ明るい 

・点灯消灯を繰り返す場所にも使用可能 

・寿命 3 倍．．．．．とある． 

 

5.5x450x260mm

4x300x300mm 4x300x160mm 4x300x220mm 4x300x380mm 9x289x260mm

Φ170mm

5.5x450x260mm
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 パルックボールは，電球色（2800K），昼白（パ

ルック）色（5000K），昼光（パルック Day）色

（6700K）の 3 種類が市販されており，それぞれ

の分光分布もインターネットで入手することが

出来た（左図）．下図はパルックボールスパイラ

ル昼光色の分光分布と富士レンブラント VG2 の

感光領域を示す．レンブラント V では，600nm

以上の波長は少なくとも無視できるが，電球型で

はこの領域の波長に分光パワーの重点がおかれ

ているために除外した．また，昼白色と昼光色を

比較すると，430nm 付近の分光パワーが昼光色の

方が僅かではあるが高かったため，これを採用し

た（右図参照）．この領域はレンブラント V では

軟調乳剤域に一致し，重要であると考えたからで

ある． 
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光源は昼光色 60W 相当のパルックボール 6 灯

（360W 相当で 72W の消費電力）とし，8x10 ネ

ガティブをカバーできるように電球ソケットを

配置した．それぞれのソケットよりターミナルに

直列で繋ぎ，ターミナルから電源に繋ぐ． 

 光源の拡散を目的に光源直下に 2mm 厚の乳白

色アクリル板を 2 枚配置し，ネガティブキャリア

は 2mm 厚の板ガラス 2 枚のサンドウィッチ方式

とした．組み立てが完了したら，暗室内で余分な

反射を抑えるため，外装を艶消しの黒色に塗装し，

ボルト＆ナットを用いて Beseler 45MXT と連結

し完成．ところが，ここで問題が生じた．

Beseler45 MXT は下図右のように本体アームが

斜めに配置されているため，光源ボックス上部が

引伸ばし倍率によってはアームと干渉してしま

う．ベローズ部分は一体化してシャーシに連結し

ているため，この部分にスペーサーを加工して，

干渉を防ぐことにした．  
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 引伸ばし作業に入る前に，使用する光源が VC

ペーパーに対して，特にコントラストコントロー

ルが正常に機能するか否かをチェックする必要

がある．STOUFFER 社のタブレットをペーパー

に密着し，各コントラストフィルターを挿入して

それぞれプリントして ISO レンジを大まかに調

べることにした．使用したタブレットには 21 段

階の濃度があり，ステップごとに 0.15（半絞り分）

の濃度勾配がある．密着プリントを現像し，乾燥

後に maximum black の一段後と maximum 

white (paper white)の一段手前のステップナン

バーを記録し，このステップナンバーに相当する

density の差を 100 倍したものが ISO レンジであ

る．例えば 4 号フィルター挿入時の密着プリント

が下図の場合，maximum black はステップ#4 で

あるため，一段後の #5 を記録し，同様に

maximum white はステップ#13 であるため，一

段手前のステップ#12 を記録する． 

 

 

 

 

 

 

 

記録したそれぞれのステップナンバーに相当す

る濃度を下表より読み取る． 

 

    

 steps density  

 1 0.00   

 2 0.15   

 3 0.30   

 4 0.45   

 5 0.60  

 6 0.75  

 7 0.90   

 8 1.05   

 9 1.20   

 10 1.35   

 11 1.50   

 12 1.65  

 13 1.80  

 14 1.95   

 15 2.10   

 16 2.25   

 17 2.40   

 18 2.55   

 19 2.70   

 20 2.85   

 21 3.00   
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ISO レンジは， 

(1.65-0.60) x 100 = 105   

で表される．この ISO レンジを使用する VC ペー

パーのデータシート（下表）から読み取ると， 

3.5 号に相当する． 

この方法を用いて，他のフィルターを使用した場合

のコントラストを求め検証した結果，おおよそコン

トロール可能であると思われた． 

 

実際に引伸ばしプリントをしてみると，光量むら

が目立ったが，光量不足部分を焼きこむことで，

なんとか使用することができる．また，パルック

ボールが3波長蛍光灯のため，分光パワーの問題

でレンジマッチングが取り難く，号数変更のたび

に露光時間の変更が大掛かりになることが問題

点である 

今後はLEDを用いた光源を検討中で，現在勉強し

ながら情報を収集している． 

 

ご指摘やご意見，アイデアなどございましたら，

是非ともお知らせ下さいますようお願い申し上

げます． 

 

 

 

 

各種シナベニア（カット代含む） ¥1,500

釘，ボルト，木工ボンドなど ¥1,400

ラッカースプレー（艶消黒） 2 ¥1,400

パルックボールスパイラル（60W相当，P/D色） 6 ¥4,740

電球ソケット 6 ¥1,134

10P ターミナル 2 ¥1,160

コード，スイッチ，他 ¥850

ネガティブキャリア用ガラス（2mm厚） 2 ¥600

乳白アクリル（2mm厚） 1 ¥1,490

レンズ Schneider 240mm f5.6 ¥15,000

¥29,274合計

本体

光源

その他

 

size : 300mm(W) x 260mm(D) x 450mm(H)      wt. : 3200g 

 

経費 
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参考文献： 

・ゾーンシステムハンドブック ( 中島秀雄 ) 

・The Variable Contrast Printing 

( Steve Anchell ) 

・Variable Contrast Printing  

( Alan Ross ) 

 ほか 
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ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会定例会日誌 

 

２００６年１１月１１日（土） 

横浜市市民活動支援センター会議室 

・出席者：中島先生、菅野、小野、古谷津、荒井、

松本、石井、岡崎、浜野、加藤（新入会）、越後、

橘田、鈴木匡、田中肇、北野、宇野、宮岡、畑 

・作品持参者：小野、古谷津、荒井、松本、石井、

岡崎、浜野、加藤（新入会）、越後、橘田、鈴木匡、

畑 

 

・写真展の準備関連 

・写真展会場でレクチャーを行う  

12 月 23 日（祝）15 時～ 荒井氏、中島先生 

・パーティは未定（会場を確保できるか？） 

・来年には京都展も行う予定。（会場を検討中） 

・写真展展示作の最終確認 

 

 

２００６年１２月９日（土） 

横浜市市民活動支援センター会議室 

・出席者：中島先生、菅野、古谷津、松本、石井、

圓子、加藤、越後、橘田、鈴木匡、北野、小菅、畑 

・作品持参者：記録無し 

 

・アンセル･アダムス展の計画が進行中： 

２００８年４月から各地を巡回 

２００７年にヨセミテ撮影のワークショップ

も開催される？ 

・細江英公展 見学会：  

1 月 7 日（日）13 時 東京都写真美術館 

１階チケット売り場前に集合。 

・写真展当番を決定 

 

 

２００７年１月１３日（土） 

横浜市市民活動支援センター会議室 

・出席者： 中島先生、菅野、小野、宇野、古谷津、

松本、荒井、木下、石井、岡崎、圓子、加藤、橘田、

鈴木武志、鈴木匡、北野、小菅、石川、畑、浜野 

・作品持参者： 古谷津、松本、石井、岡崎、圓子、

加藤、橘田、北野、畑、浜野 

 

・写真展の反省 

＊来場者は約１８００人（会員の出入り含む） 

＊直前のプリント提出で充分な仕上がりにな

らなかった例がある。次回からは早期の提出

をお願いしたい。 

＊全般的に新しいテーマへの取り組み不足が

感じられた。 

・今年の目標：共通テーマを設定し、これに沿っ

た作品創りを図りたい。 

・例会の開催方法の見直し（詳細は別途計画） 

 → 毎月の作品提出は、ネガ、ゾーンノート、

プリントレシピ、プリントの４点セットを再度

徹底したい。 

・冬の撮影会 清里フォトミュージアム（ウィ

ン・バロック展）見学とセット？（別途計画） 

・今年の写真展（会場：シリウス）向けプレゼン

テーション作品募集 

・次回総会に８×１０プリントを２点持参 

（未公開作のこと） 

・各自写真展出品作の解説と講評。 

・当日、写真工業の取材があった。 

・中島先生によるゾーンシステムワークショップ

（外部主催）有り。 

今年の春から以下 2 箇所で行う。 

(1)ヒットオン 

(2)ダークルーム 

http://www.syabi.com/details/hosoe.html
http://hw001.gate01.com/zonesystem/zonesystem/zonenote.pdf
http://hw001.gate01.com/zonesystem/zonesystem/printrecipi.pdf
http://www.kmopa.com/photo.htm
http://www.kmopa.com/photo.htm


                                   Photographic Society of Zone System 

      - XXIII -  

 

 

【売ります】 

・ディアドルフ 4x5 スペシャル  

・・・250000円  

購入希望者は編集部（荒井）まで御連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【原稿募集】 

会員の皆様からの原稿をお待ちしています。 
 
［以下原稿投稿に関するお願い項目です。すみま
せんがよろしくお願いします。］ 
１．写真原稿は、紛失事故防止のためできるだ

けネガやポジは避け、プリントでお願いし
ます。 

２．手書き文章はスキャナーでパソコンへ入力
できないので、原則として受け付けません。
以下いずれかの方法にて投稿願います。 
・ワープロやパソコンでプリントアウトし
たもの、（スキャナーでパソコンへ入力
します。） 

・パソコンの電子メール 
・ウィンドウズの Word2000-2003 
・textファイル 
（ちなみにこの会報は、ウィンドウズの
Word2003で作成しています。） 

ただし、どうしても手書き文章しか投稿で
きない事情がある場合は、事前に御連絡を
いただくようお願いします。 

３．イラストは手書きでも結構です。スキャナ
ーで取り込みます。 

 
 
 

［編集部］ 荒井 崇 
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